
　
元
気
で
健
や
か
な
暮
ら
し
　

　
を
支
え
る

▪
医
療
従
事
者
の
確
保

　
か
づ
の
厚
生
病
院
の
医
療
機
能
を
維
持

さ
せ
る
た
め
、
新
た
に
運
営
費
に
対
す
る

支
援
を
し
ま
す
。
ま
た
、
産
婦
人
科
を
は

じ
め
と
す
る
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
や
大
学
な
ど
と
の
連
携
を
強
化

し
、
地
域
に
必
要
な
医
療
体
制
を
確
保
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

▪
出
会
い
応
援
・
結
婚
支
援

　

独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
の
創
出
と
、

結
婚
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実
さ

せ
る
ほ
か
、
新
婚
時
に
お
け
る
住
宅
取
得

な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
結
婚
の
希
望
が
叶
う
よ
う
応

援
し
ま
す
。

▪
子
育
て
支
援

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
ニ
ー
ズ
と

児
童
の
安
全
確
保
に
対
応
す
る
た
め
、
土

曜
日
と
学
校
の
長
期
休
業
日
を
通
年
で
７

時
45
分
か
ら
開
所
し
ま
す
。

▪
福
祉
の
充
実

　
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
は
、
１
回
あ

た
り
の
利
用
枚
数
を
拡
充
し
、
高
齢
者
の

社
会
参
加
を
促
進
さ
せ
る
ほ
か
、
高
齢
者

等
住
宅
除
排
雪
支
援
事
業
の
助
成
対
象
年

齢
を
65
歳
以
上
に
引
き
下
げ
、
高
齢
者
の

生
活
を
支
援
し
ま
す
。

　
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、「
フ
レ
イ
ル
」

の
予
防
を
強
化
す
る
た
め
、
市
民
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」
の

推
進
と
介
護
予
防
の
「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
」を
効
果
的
に
連
携
さ
せ
な
が
ら
、

健
康
寿
命
県
内
一
を
目
指
し
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が
い

の
程
度
や
特
性
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
手

話
の
啓
蒙
・
普
及
を
図
る
た
め
手
話
体
験

講
座
を
実
施
し
、
誰
も
が
尊
重
さ
れ
、
社

会
参
加
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。▪

姉
妹
都
市
と
の
交
流

　　
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
と
の
姉

妹
都
市
提
携
が
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
に
公
式

訪
問
団
を
招
へ
い
し
、
長
年
の
友
好
交
流

の
節
目
の
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
両
市
が
築
き
上
げ
て
き
た
絆
を
よ
り
一

層
深
め
、
交
流
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

し
ま
す
。

　
快
適
で
安
ら
ぎ
の
あ
る

　
暮
ら
し
を
守
る

▪
水
道
水
の
安
定
供
給

　

八
幡
平
大
里
地
区
の
一
部
に
お
い
て
、

配
水
管
の
拡
張
工
事
を
行
い
、
上
水
道
の

未
普
及
地
域
を
解
消
す
る
ほ
か
、
毛
馬
内

小
比
泥
地
区
お
よ
び
山
根
大
畑
地
区
に
お

い
て
、老
朽
管
更
新
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▪
生
活
排
水
対
策

　
八
幡
平
小
豆
沢
地
区
の
農
業
集
落
排
水

施
設
の
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
進
め
る

ほ
か
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
へ

の
助
成
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活

排
水
処
理
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▪
安
全
・
安
心
な
住
ま
い
づ
く
り

　
毛
馬
内
住
宅
建
替
え
事
業
の
ほ
か
、
高

井
田
住
宅
の
外
壁
補
修
工
事
な
ど
の
長
寿

命
化
対
策
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
中
心
市

街
地
の
中
古
住
宅
の
利
活
用
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
中
心
市
街
地
へ
の
住
み
替
え
を

促
進
さ
せ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
危
険
老
朽
空
き
家
な
ど
の
未

然
防
止
と
管
理
不
全
空
き
家
の
早
期
解
消

を
図
る
た
め
、
適
正
管
理
度
レ
ベ
ル
２
の

一
部
を
対
象
と
し
た
除
却
支
援
制
度
を
、

新
た
に
創
設
し
ま
す
。

▪
鳥
獣
被
害
の
防
止

　
市
街
地
周
辺
で
の
ク
マ
の
出
没
事
例
が

増
え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
迅
速
な
情
報

提
供
や
注
意
喚
起
に
努
め
る
ほ
か
、
自
治

会
単
位
に
よ
る
勉
強
会
な
ど
を
通
じ
て
、

被
害
防
止
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
目

撃
情
報
を
踏
ま
え
、捕
獲
体
制
を
強
化
し
、

鳥
獣
被
害
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
を

　
高
め
る

▪
災
害
に
向
け
た
対
策

　
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の
育

成
と
組
織
力
強
化
へ
の
支
援
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
全
世
帯
に
配
付
し
た
「
鹿
角

市
総
合
防
災
マ
ッ
プ
」
を
活
用
し
、
出
前

講
座
な
ど
を
通
じ
て
防
災
意
識
と
地
域
防

災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
の
基
盤
整
備
に
つ
い

て
は
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
対
策
や
融
雪

施
設
の
更
新
整
備
な
ど
道
路
交
通
の
安
全

を
確
保
す
る
ほ
か
、
普
通
河
川
の
整
備
や

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
な
ど
、
国
土
強
靭
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
官
製
談
合
事
件
に
よ
り
、

鹿
角
市
政
に
対
す
る
信
頼
は
大
き
く
失
墜

い
た
し
ま
し
た
。
市
政
の
推
進
に
は
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
市
役
所
全
体
に
対
す
る
信

頼
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
で
す
。

　
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、
施
策
を

推
進
し
て
い
く
に
は
、
信
頼
回
復
に
向
け

た
変
革
が
必
要
で
あ
り
、
市
を
挙
げ
て
不

断
の
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
私
は
、
不
退
転
の
覚
悟
で
先
頭
に

立
ち
必
要
な
改
革
を
推
し
進
め
、
透
明
で

公
正
な
市
政
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、
公
約
の
実

現
と
第
７
次
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
も
、
市
民
の
理
解
が

十
分
で
な
い
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
旦
立

ち
止
ま
り
、
再
考
し
、
健
全
な
財
政
運
営

を
図
る
た
め
、
事
業
の
整
理
と
効
率
化
を

行
い
ま
し
た
。

　

公
約
の
実
現
に
つ
い
て
は
、「
い
つ
で

も
市
長
室
」
を
継
続
す
る
ほ
か
、「
地
域

づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
新
た
に
開
催

し
、
よ
り
市
民
や
地
域
と
の
対
話
を
充
実

さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
八
郎
太
郎
三
湖
物
語

に
焦
点
を
あ
て
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
広
域
連
携
に
よ
る
新
た

な
観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

本
市
の
歴
史
・
産
業
・
伝
統
・
文
化
な
ど

に
つ
い
て
学
ぶ
、
鹿
角
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想

推
進
事
業
や
十
和
田
図
書
館
整
備
事
業
な

ど
、「
学
問
の
ま
ち
」
と
し
て
の
十
和
田

地
区
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
品
格
と
風

格
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
活
力
を
生
む
地
域
産
業
・

　
生
業
を
支
え
る　

　
　▪

地
域
産
業
の
振
興

　
市
内
企
業
へ
の
積
極
的
な
設
備
投
資
や

従
業
員
の
資
格
取
得
に
対
す
る
支
援
を
し

ま
す
。ま
た
、各
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
人
材
を
活
用
し
て
企
業
力
向
上
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
設
置
し
、
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
を
は
じ
め
、
ト
ヨ
タ
方
式
に
よ
る

生
産
工
程
の
改
善
の
普
及
や
企
業
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
企
業
の
労
働
生
産

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▪
農
林
業
の
振
興

　
農
業
者
の
高
齢
化
と
労
働
力
不
足
に
対

応
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
を

図
る
と
と
も
に
、
JA
か
づ
の
と
連
携
し
た

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
活
用
に
よ
り
、
幅

広
い
年
齢
層
か
ら
人
材
を
発
掘
し
、
農
業

に
携
わ
る
人
口
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
経

営
基
盤
の
維
持
・
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
農
村
支
援
機
構
を
核
と
し

た
経
営
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
経
営
の
効
率
化

を
図
り
、
中
心
経
営
体
へ
農
地
を
集
積
・

集
約
化
す
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
体
の
育

成
と
競
争
力
を
高
め
ま
す
。

　
林
業
の
振
興
で
は
、
森
林
に
お
け
る
地

形
な
ど
の
状
況
や
境
界
の
所
在
を
把
握
す

る
た
め
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
を
新
た
に

導
入
し
、デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
で
、

森
林
経
営
管
理
制
度
を
効
果
的
に
運
用
し

な
が
ら
、
森
林
資
源
の
適
切
な
経
営
管
理

と
林
業
の
成
長
産
業
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
と
し
て
、
毛
馬

内
北
部
地
区
で
の
事
業
採
択
を
目
指
し

て
、
令
和
４
年
度
中
に
農
業
法
人
の
設
立

を
予
定
す
る
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
農
地
集
積
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
花

輪
大
堰
や
八
幡
平
の
一
の
渡
頭
首
工
を
は

じ
め
と
す
る
水
利
施
設
整
備
は
、
県
と
連

携
し
関
係
者
の
方
々
の
理
解
を
得
な
が
ら

進
め
ま
す
。

　令和 4年第２回市議会定例会で関
市長が発表した「施政方針」から、
本市が目指す方向性と今年度の取り
組みをお伝えします。
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